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速かに化喰性脳漠炎，或いは敗血症を来して死の転帰 （第I例） 生後7日目の男児でP 生後2日目よ り頑
を辿るものであると云われているが，私は最近強力な 固な唱吐を来たし，次店に腹部膨満し所謂イ レウス状




め左眼験下霊も認められる．限球運動は全方向に障碍 （第E例） 生後21日目の男冗，生後2日目よ り頻固
され，腫孔は左右共散大し強直を来し，対光反射，幅 の幅吐をヰミたし，レントゲン検査にて小腸上部の先天
核反応共に認められない．強度の頭痛を訴え，意識は 性狭窄の診断を受けたが，手術を希望せず，生後21日
鮮明を欠き噌］民性の状態で入院した．眼底検査3 脳血 目にょ うやく開腹術を行う． 腹腔に腹水なく胃， 十二
管撮影の所見もあわせて，血栓性海綿静脈洞炎 と考 指腸；ま拡張し空腸上部の癒着と屈曲によるお、窄であっ
ぇ， 23日間にわたって各種抗生物質大量投与p スルフ た．術後4日目死亡．
ァ到l努t動脈内注射p プレドニ ン投与により治癒せせし (5) ~1軸捻転の一例
めf尋た．
木曾川｜病院外科渡辺 克

















































































































患 7例p 術創感染4例p その他8例P 計 100例p と34
例の虫垂切除術後虫垂内容について検査を行った．
一般外科的疾患に於いて P.C.は72%，スルファ剤
は82%の完全耐性を認め C.P.は51%,S. M. 50%の
感受性， 24%,29%の比較的感受性を認め，次いでE.
M.T. C の順である事がわかった． 虫垂内容につい
ても大体同様の結果が出た． (P. C ..ペニシリン）
(S.M ..ジヒドロストレプトマイシン） (C. P ..クロ
ラムフェニコール） (T.C. .テトラサイクリン） IE. 
M ..エリスロマイシン） (Sul ；スルフインキサゾー
ル〕
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た．第2回手術後15日で死亡した． のでP これは舌内p 舌下部，喉頭前，上部縦隔内，頚
両側l生の聴神経唾疹は遺伝傾向が強いと云はれるが 部後方σ：胸鎖乳突iJ)］のすぐ外側或は，舌骨下方と甲状
本宣例にもそれがみられるが爆発音lこより最初に難聴 腺胸部の閲の異物として現上れ，又， LFruhling (19 
を来した点は診断を迷はせる．中耳炎後の難聴、患者で 54）等は卵巣中に本症を見出しておる．
も聴怖経重湯の症状が'Ii「かでもある場合は診断上注意 以上吾々の教室に於て最近迷入甲状腺腫の二例を得
Jリ I~であろう． たので報告し若干の文献的ぢ者誌を加えた．
